
PTA対象）行政説明および意見交換会Q＆A ※令和８年７月時点

№ 内　容 質　問　・　要　望 回答

1 部活動地域展開に関すること 地域展開の完了時期を令和10年としたのはどういった経緯ですか。
令和４年度に、文科省は地域展開のためのガイドラインを打ち出し、県や各市町もそれを受ける形で取組み
を進めています。宍粟市においては、令和７年度から部活動地域展開推進委員会を立ち上げ、推進方針を
出し、その中で、地域展開本格実施の時期を令和10年10月と決定しました。

2 部活動地域展開に関すること この取組みが白紙に戻ることはありませんか。 市としてこの方針で進めることを決めていますのでご理解願います。

3 部活動地域展開に関すること
地域展開を進める中でも、その都度振り返って意見交換できる場を設け、地域全
体の問題として考えられる機会が欲しいです。

この取組みは、子どもたちのために行うものであり、市としても重要な事業のひとつだと考えていますので、
前向きに検討します。

4 認定地域クラブに関すること 認定地域クラブの一次募集があるということは二次募集もありますか。
今年度については、一次募集（７月～９月末）および二次募集（10月下旬頃～12月下旬頃）の実施を予定
しています。

5 認定地域クラブに関すること どのような地域クラブの創設を想定していますか。
スポーツ・文化芸術活動ともに、多くの分野の地域クラブが立ち上がることを期待しています。一次募集で
は、特に競技種目に制限は設けず、認定次第、市公式サイト等で紹介していきます。

6 認定地域クラブに関すること 認定された地域クラブと、それ以外のクラブとは何が違うのですか。

市の認定を受けた地域クラブは、中体連などの公式戦出場にあたり特例措置を受けられたり、学校施設を
優先的に利用できるようにするほか、各種公的支援を受けられるよう、現在検討を進めています。また、指導
者等に対して、市主催の研修会への参加を義務付け、適切な指導体制や安全体制を確保しています。なお、
認定されない（または認定を希望しない）クラブであっても、中学生の参加が可能なクラブについては、「連
携クラブ」のような形で協力いただくことも検討しています。

7 認定地域クラブに関すること
トラブルがあった際の、市の相談窓口設置を検討しているとのことですが、認定さ
れていないクラブなどの相談は対象外ですか。

市が設置を検討している相談窓口は、認定された地域クラブ活動におけるトラブル等の相談対応を想定し
ています。

8 認定地域クラブに関すること
部活動であれば、精神面（人間関係のトラブル）などを顧問へ相談できました
が、地域クラブとなると、指導者へそのような相談ができるのでしょうか。

市としても、事故やトラブル等があった場合の相談窓口の設置を検討していますが、参加生徒同士のトラブ
ル対応も含めて、各認定地域クラブの指導者等には指導者研修を受講していただく予定です。

9 認定地域クラブに関すること

部活動であれば、夏の総体などは３年生を中心にメンバー構成したりなどの配慮
があると思います。しかし、「地域クラブ＝習い事」となると、チームが勝つために
能力値の高い生徒が選手になるなど、３年間全く試合に出られない生徒も出てく
るのではありませんか。

認定地域クラブの要件として、「部活動の教育的意義を継承すること」となっていますので、必要に応じて助
言していきたいと考えます。

10 認定地域クラブに関すること
子どもよりも高齢者の方が多い地域もある中で、老人大学などを資源として活用
するなどの検討はされていますか。

地域全体で子どもたちを支えることが、この地域展開の重要な要素のひとつでもあるため、指導者だけでな
く、子どもたちの活動を見守るなどのサポートスタッフとして、広く地域人材を募集し、高齢者に限らず、地域
のいろいろな方に関わってもらいたいと考えています。

11 認定地域クラブに関すること
平日は学校で部活動をして、休日に希望者だけが地域クラブをしている自治体も
あるそうですが、宍粟市はそのようなことはしないのですか。

宍粟市は令和10年10月に、平日休日ともに切り替えるということで進めていますが、競技によっては部活
動と地域クラブが連携しながら、活動の一部から徐々に地域展開していくケースも考えられます。

12 認定地域クラブに関すること
特に新しいことを始めようとする子どもにとっては、仮入部期間のようなものが
あった方が安心するのではないですか。

地域クラブについても、見学や体験という形で参加していただくことは可能です。詳細については、各クラブ
にご相談ください。

13 認定地域クラブに関すること 「引退のない継続的な活動」とはどういうことですか。
地域クラブによっては、参加者の対象を幅広い世代としているものもありますので、本人の希望があれば生
涯スポーツ、生涯学習という形で中学卒業後も継続して活動することが可能です。

14 認定地域クラブに関すること 市が直営の地域クラブを立ち上げるようなことはないのですか。
本格実施までに地域クラブが全く立ち上がらなかった場合、そのようなことも想定されますが、現在部活動と
して活動されている競技を含めて、多様な地域クラブが立ち上がるよう、関係団体、指導者、教職員と調整
を進めています。

15 認定地域クラブに関すること
小学生でも市外のクラブチームに所属している児童もいると思いますが、そのよう
なクラブも認定地域クラブになれるのですか。

宍粟市が認定する地域クラブには、市内に活動拠点があることを含め、活動時間の制限や月会費額の設定
など、いくつかの要件があります。この要件を満たさないクラブについては、認定できません。

16 認定地域クラブに関すること 指導者への謝金はどのようになりますか。
実技指導、生徒の見守りなど、関わり方が異なる場合があるため一概には言えませんが、指導者等への謝
金については、参加費と同様に、クラブごとに決めていただくこととしています。

17 選択肢に関すること
参加者の定員などはありますか。その場合、入りたくても入れない生徒も出てくる
のではないですか。

認定地域クラブの条件として、「参加を希望する生徒を広く受け入れ、選抜等を行わない」こととしています。
一方で、生徒の安全を確保する体制も必要であることから、質・量ともに十分な指導者を確保するための対
応が必要であると考えます。
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18 選択肢に関すること 市内にどんな地域クラブがあるのかを公開されるのはいつ頃になりますか。
市公式サイトにて、認定された地域クラブを公開していきますが、公開時期やタイミング等については現在検
討しています。また、現在の小学６年生については、１月～２月にかけて行われる中学校入学説明会時に地
域クラブの紹介を行う予定です。

19 選択肢に関すること
令和10年10月まで部活動に所属して、部活動が無くなった時点で地域クラブに
移籍することは可能ですか。

可能です。

20 選択肢に関すること 部活動と地域クラブを掛け持ちすることは可能ですか。
可能です。お子さんの興味・関心に合わせて柔軟な選択をしていただけますが、部活動、地域クラブ活動、そ
のほか塾などの習い事等で、お子さんに負担のかかることのないよう、ご家庭で相談されてから決めてくだ
さい。

21 選択肢に関すること
現在、実証事業を行っている文化系の種目（吹奏楽・美術）以外にも、手芸や科
学など、多様な地域クラブはできますか。

先日実施した認定地域クラブ募集説明会では、市内の多様な文化芸術関係団体にも参加いただきました。
また、文化協会や社会福祉協議会等にも地域クラブの立ち上げについて働きかけを行っています。

22 選択肢に関すること
最後まで希望する競技の地域クラブが立ち上がらなかった場合、その競技は諦
めるしかありませんか。

第一次募集で応募がなかった競技については、第二次募集で重点的に募集をかけるなど、一部の地域に
偏らない幅広い競技の地域クラブが立ち上がるよう進めていきます。

23 保護者負担に関すること

地域クラブが南部に集中した場合、北部地域の生徒にとっては移動手段がない
ことで、やりたい競技があってもあきらめざるを得なくなるのではないでしょうか。
学校が終わって、そのままバスなどで活動場所まで行けるような支援はありませ
んか。

基本的には、習い事と同様に、保護者の送迎ということを想定していますが、広域な地域であるため、公共
バスのやスクールバスの活用なども含めて検討しています。

24 保護者負担に関すること
共働き家庭が多い中、生徒たちの送迎について、現時点でどの程度まで検討し
ていますか。兄弟姉妹がいる場合、子どもたちの動きがバラバラになればなるほ
ど負担が増えそうです。

先行している自治体の多くが抱えている課題であり、宍粟市も同様であると認識しています。公共バスやス
クールバスの活用なども含めて、現在検討しています。

25 保護者負担に関すること
高額な会費だと経済的理由で諦める家庭も出てくるかもしれません。保護者負
担は一定額とし、地域クラブに補填する形で、市からの援助のようなものをしてく
れませんか。

地域クラブの認定要件として、参加費は「可能な限り低廉な参加費とすることと」しており、国が示す目安は、
休日週１回（月４回程度）で1,000円～3,000円程度となっています。そのなかで実際の会費は地域クラブ
が設定することになりますが、参加生徒や地域クラブへの公的支援も含めて現在検討を進めています。

26 保護者負担に関すること
現在、部活動にかかる道具や備品の購入等は、主に学校の予算でされていると
思いますが、地域クラブになったときの必要経費はどのように賄われますか。楽器
などはかなり高額ですが、個人負担になるのでしょうか。

部活動で使用していた備品類などは、地域クラブ活動本格実施以降、優先的にクラブに使ってもらえるよう
にしますが、月会費も含めて、一定額保護者に負担していただくこともご理解ください。

27 指導体制に関すること
指導者を２人以上確保することとなっていますが、実力のある指導者の激しい言
動に対して、サポートする指導者も追随した場合の、管理監督などは行いますか。

指導者は、市が主催する研修を必ず受講することが条件です。事務局としても、定期的に面談や視察を行っ
たり、保護者や参加生徒にも話を聞くなどの連絡体制を図りつつ、必要に応じて、指導者へ指導助言を行い
ます。

28 指導体制に関すること
指導者の確保という点において、企業への協力依頼や、プロの講師に依頼すると
いったことはされますか。

企業はじめ、地域全体でこの取組みを進める意味でも、様々な面で企業へ協力を依頼することは、市として
も考えています。また、現在行っている実証事業の中では、プロの指導者派遣を行っている競技種目もありま
すが、継続的な派遣という点では、費用面等の課題があります。全国の自治体では、オンラインでプロの講
師が指導する事例もあるため、様々な可能性を検討したいと考えています。

29 指導体制に関すること
生徒が移動せずに、学校でそのまま活動できるような、また、クラブの指導者が早
い時間から指導に関われるような市としての支援はありますか。

早い時間から学校で指導してもらえる地域人材や地域クラブが立ち上がることが一番の理想ではあります
が、現在実証事業に取り組んでいるクラブの指導者についても、平日の日中はお勤めされている方がほとん
どです。見守りサポーター等の活用や、指導者のフレックスタイム勤務なども含めた、早い時間から活動がで
きる体制、また、できるだけ生徒の移動の負担が少なく済むような活動のあり方について検討していきます。

30 活動場所に関すること 地域クラブも学校施設を使えますか。 使えます。

31 活動場所に関すること

活動場所の確保に、地域クラブが苦労することのないような市として配慮をして
ほしいです。施設予約がネット予約になったため、早い者勝ちのようなところがあ
り、特に夜の活動は、一般の団体との取り合いになるため、市が間に入って調整し
てくれませんか。

本格実施までは、部活動が存続するため、中学校施設は部活動が優先で使用されますが、小学校や、その
ほかのスポーツ・社会教育施設について、地域クラブが優先的に使用できるよう検討を進めています。しか
し、一般団体との合意形成を図るためにも、担当者レベルではなく、市としての方針を出し、市民に理解を求
める必要があると考えています。
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32 活動場所に関すること
夜間の練習になった場合、屋外スポーツは照明設備がないと活動ができません。
市が設備を整えてくれませんか。

照明だけに限らず、屋外スポーツの環境整備は、市としても課題であると認識しており、既存の施設も活用し
ながら、本格実施に向けて環境を整えていきたいと考えています。

33 活動場所に関すること
現在学校部活動で合同チームを作っている競技の練習場所や移動手段などの
状況を教えてください。

学校同士の距離が近い合同チームについては、平日休日ともに自転車で練習を行っているところもあれば、
平日は自校、休日は合同練習としているものもあります。基本的には保護者送迎で対応されているようで
す。

34 学校との連携に関すること
希望する教職員も地域クラブに関われるのですか。また、その場合に、謝金は支
払われますか。

希望する教職員については、業務時間外に地域クラブに関わることができます。（教職員の兼職兼業）その
場合には地域の指導者として謝金が発生すると考えています。

35 学校との連携に関すること 地域クラブのへの参加の有無が、学校の内申点に影響されることはありますか。 影響されません。

36 学校との連携に関すること
地域展開されることで、家にいる時間帯などに差が出てくると思います。そうする
と宿題をする時間がない子どもも出てくるのではないですか。教育面で生じる差
に対しての配慮や、校則の変更などは検討していますか。

認定した地域クラブには、活動時間の制約があり、現在の学校部活動と同程度であることが条件となりま
す。その中での時間の有効活用ということについては、それぞれの家庭で工夫していただかなければならな
いことだと考えます。地域クラブを選択するうえで、活動場所、活動時間、日数なども考慮し、各家庭で判断
して選択してもらうことになります。

37 学校との連携に関すること
自転車やバスでひとりで校区外へ練習に行かせてもいいのですか。学校の校則
との兼ね合いはどうなりますか。

部活動における校区外活動は私的な外出には該当しないため、校則違反には当たらないことから、地域クラ
ブ活動も同様であると考えます。しかしながら、すべての中学校区で認識を統一するためにも、今後、調整を
進めていきます。

38 学校との連携に関すること
中学校では、テストの５日前からは部活が休みになりますが、今後、すべての中学
生が参加者の対象となると、テスト期間がバラバラだった場合の活動のあり方は
どうなりますか。

認定地域クラブの要件の中に「学校との連携」があり、参加生徒が所属する学校の試験や行事前は活動を
控えるなど、学校生活に配慮した活動計画を立てることになっています。今後、取組みが進む中で、参加生
徒が所属する学校のテスト期間に合わせて、個々に活動を休ませるなどの対応を行う必要があると考えま
す。

39
大会・コンクールへの出場に関
すること

地域クラブ活動になったときに、中体連などの大会の出場や組織運営はどうなっ
ていきますか。

今後立ち上がる地域クラブが、どのような活動を目指すのかによって変わってきますが、市が認定した地域
クラブは、中体連の特例措置によって、学校部活動と同じ扱いで中体連への登録、出場ができます。また、組
織体制として、今後は地域クラブ活動が主体となっていくことから、中体連の大会運営等も地域クラブが
担っていくのではと予想されます。

40
大会・コンクールへの出場に関
すること

学校部活動と同じ種目の地域クラブができた場合、それぞれに参加生徒が分散
してしまい、双方団体のチームが作れず、大会へ出場できなくなってしまうことは
ないですか。

校区内に学校部活動と同種目の地域クラブが立ち上がった場合における、部活動のあり方・大会への出場
については、学校、地域クラブとも協議し、密に連携を図りながら、生徒たちが活動できない、または大会に
出場できないといったことのないようにしていきたいと考えています。

41
大会・コンクールへの出場に関
すること

部活動・地域クラブ間における年度途中を含めた移籍が可能であるということで
すが、移籍してもすぐに大会に出られるのですか。

中体連出場のための登録時期が競技ごとに定められているため、移籍を希望する場合は、事前に部活動顧
問および地域クラブ指導者へご相談ください。

42
大会・コンクールへの出場に関
すること

大会に出場する、しないは地域クラブが決めるのですか。
そのとおりです。今後、地域クラブが立ち上がっていく中で、大会やコンクールへの出場を目的としないクラ
ブも出てくる可能性があります。

43
大会・コンクールへの出場に関
すること

本格実施の令和10年度以降は、中体連の大会自体はどうなりますか。
現時点の情報では、令和10年度までは種目数は減少するものの、全国大会までは計画されていますが、そ
れ以降は未定のようです。将来的には、競技ごとの協会や連盟が主催の大会になっていくと思われます。
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